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１．「平泉」の成立

（1）理想郷の舞台～平泉

平泉は、日本列島の本州北部、古代の行政区画で

ある陸奥国のほぼ中央に位置する。東を北上川、北

を衣川、南を太田川によって囲まれ、西は起伏のあ

る低い丘陵が続いている。「中尊寺建立供養願文」や

「円隆寺梵鐘銘」によれば、平泉の一部又は全体が四

神相応の地と考えられていた可能性が高い。

（2）歴史的背景

中央勢力の地方支配をめぐる対立の構図は数世紀

間に及んでいたが、11世紀中葉から後半においても

両者の摩擦が顕在化し、内乱となった。遠く中央貴

族の系譜をひきながらも自らを土着の「東夷」の末裔

と称した藤原清衡が内乱の勝者となり、11世紀末に

平泉を拠点とした。清衡が仏教思想に基づく国家鎮

護を企図したことは、「中尊寺建立供養願文」に顕著

に表される。加えて、末法思想の流行に基づく西方

浄土概念の普及や、京都郊外における理想的空間形

成の動向が、平泉に政治・行政上の拠点と一体化し

た現世の浄土が生み出される背景となった。

２．理想郷の構築過程
	        ～平泉の浄土庭園群

（１）清衡段階～中尊寺大池跡など

平泉に居館（柳之御所遺跡）を移した清衡は、まず

支配領域の中心に塔を建立した（「吾妻鏡」）。この塔

は現段階では史料上でのみ存在が知られるが、中尊

寺境内を形成する関山丘陵のほぼ中央にあることは

確実と考えられる。各種堂塔の建立に続いて、阿弥

陀堂であり後に葬堂となる金色堂が居館に向けて建

立された。

中尊寺大池跡は、平泉における最初の浄土庭園で

ある可能性がある。これまでの発掘調査により、中

島を有すること、東側の低い部分が土堤によって護

岸されていること、12世紀中に 2時期の造り替えが

あることが明らかとなっている。

大池跡を、「中尊寺建立供養願文」中の記載と対応

させて考えた場合、その西側を中心に「三間四面桧

皮葺堂」、「三重塔」、「二階瓦葺経蔵」、「二階鐘楼」

などが所在したと考えられる。発掘調査では、経蔵

跡と考えられる遺構が確認されている。

（2）基衡段階～毛越寺庭園・観自在王院庭園

ア．毛越寺・観自在王院

12世紀第2四半期から第3四半期前半にかけて、

二代基衡は毛越寺を建立した。本尊が薬師如来であ

ることから、浄瑠璃浄土との関わりが説明可能であ

る。円隆寺と嘉勝寺の二つの金堂を有するが、大泉

が池と呼ばれている園池は円隆寺に面し、南大門か

ら中島を介して正南北に架橋されていた。同様に、

境内は土塁によって区画され、堂舎とともに軸方向

は南北に整えられている。伽藍背後には、塔山が西

北にそびえている。

大泉が池は現存する典型的な浄土庭園例として考

えられる。東西に長く、北側護岸は玉石敷きである。

導水は池の北東方向から、背後の山を水源とし、板

石及び円礫などにより構築された遣水によってい

る。遣水を構成する配石の状況は、州浜や荒磯風に

構築されている池の護岸や中島及び景石などととも

に、「作庭記」の記述を具現化している。13回に及ぶ
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発掘調査を経て往時の状況が完全に復元整備されて

いる。なお、中島については 2時期の変遷が跡付け

られている。

観自在王院は、毛越寺境内の東側に隣接している。

「吾妻鏡」では基衡の妻が建立した阿弥陀堂と伝えて

いる。境内及び堂舎の軸方向は、毛越寺と同様正南

北である。

阿弥陀堂に対する池は舞鶴が池と呼ばれていて、

中島を有している。中島にいたる橋については不確

定である。導水は北西方向からで、毛越寺境内北東

に所在する貯水池（弁天池）を水源としている。池と

接する箇所では、「作庭記」の記述に沿って滝の伝い

落ちの状況を配石により形成している。

イ．金鶏山と施設配置

基衡段階は、平泉に浄土世界を形成することと

なった諸施設の配置計画が明確化した時期である。

金鶏山頂には経塚構築が開始され、毛越寺・観自在

王院間の南北区画の北への延長が金鶏山頂に達する

ことから、金鶏山が両寺院の配置に重要な役割を果

たしたことが明らかである。また、柳之御所遺跡に

おいても、居館（又は持仏堂）に付随する池に架けら

れた橋の西の延長が金鶏山頂に達することから、金

鶏山を西方浄土に見立て、中心建物が池の設置とと

もに正南北軸に再構築された可能性が考えられる。

（3）理想郷の完成～無量光院跡

無量光院は、三代秀衡によって「宇治平等院の地

形を模」して建立された。本堂は丈六阿弥陀仏を安

置する阿弥陀堂で、翼廊を有し、ほぼ東に向いて開

かれている。池は梵字が池と呼ばれ、素掘りである。

導水は北西側から行われていて、水源は金鶏山方面

の湧水と考えられる。池中には、本堂ののる中島、

東小島及び北小島を浮かべている。東小島には、本

堂に相対する施設が構築されていた。本堂から北小

島には、架橋されていたことが確認されている。池

のさらに外側は、土塁及び堀によって囲繞されてい

る。また、近年の発掘調査成果から、無量光院の構

築が秀衡の晩年であり、出家を相前後する時期であ

る可能性が高まっている。

無量光院は、池の東側から東小島をはさんで中島

上の阿弥陀堂を見た場合、その背後に西方極楽浄土

を想起させる金鶏山が位置している。そのため、池

と仏堂と背後の山が一体となった浄土庭園の最高の

発展形態と評価されている。また、猫間が淵をはさ

んで東側に柳之御所遺跡が接することから、政治行

政上の拠点と西方極楽浄土がまさに一体化した空間

として捉えることも可能である。

３．浄土世界「平泉」

平泉の「浄土世界」は、初代清衡が平泉を領域の仏

教支配の中心地とし、二代基衡によって浄土を形成

する施設の配置計画が具体化し、三代秀衡晩年の無

量光院の建立によって完成された。100年間の浄土

世界の形成過程は、立地・形態・意匠それぞれに特

徴をもつ浄土庭園の発展の過程でもある。それは、

奥州藤原氏の政治行政的基盤のもと、日本で独特の

展開を見せた複合的仏教思想に基づいて計画的に諸

施設が配置され、自然地形により十分な水量の供給

が見込まれた平泉でのみなしえたものである。

平泉は、理想的空間である「浄土」が単にひとつの

寺院境内で完結することなく、浄土庭園など複数の

施設が、都市的要素をもつ政治行政上の拠点施設と

一体化して形成された、まとまりのある空間に創出

された現世の理想郷といえるものであった。
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図－３　鳥羽離宮復元図案（京都市埋蔵文化財研究所 2007 付図を元図として作成）

図－２　奥州藤原氏の系譜と自意識
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図－５　毛越寺と毛越寺庭園（大泉が池）【基衡段階】

図－４　中尊寺大池【清衡段階】と「中尊寺建立供養願文」
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図－６　�毛越寺庭園（大泉が池）
の遣水

図－８　金鶏山と柳之御所遺跡園池及び主要建物の設計【基衡段階】

図－７　金鶏山と毛越寺・観自在王院の設計【基衡段階】
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毛越寺庭園 観自在王院

中尊寺大池 1126 ごろ

1150 ごろ

各要素を視界の中に一体的に
統合し、更に「西」を意識した
究極の浄土空間が成立

1150 ごろ

平泉における浄土庭園の発展類型模式図

猫間が淵

1185 ごろ無量光院跡

金鶏山

図－９　観自在王院庭園（舞鶴が池）【基衡段階】と「作庭記」

図－ 10　無量光院園池（梵字が池）【秀衡段階】と平泉における浄土庭園の発展模式図
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92 SATO Yoshihiro

Notes

A. Residential Office 

B. Temple Hall 

C. Chinju shrine? 

D. (explanation of the figure) 
1. The residential office was built in the place of strategic importance for river transportation. 
2. Pagodas and temple halls were built on the summit of Mt. Kanzan and in its vicinity. They 

were associated with complex Buddhist ideas including the Hokkekyo sutra, and Esoteric 
and Jodo Buddhist thoughts. 

3. Konjiki-do (Golden Hall), which served as Amida-do (Amida hall) and later as So-do (a 
funeral hall), was built, facing the residential office. 

4. Oike pond was constructed, together with the Great Hall, to pacify and protect the nation by 
the power of Buddha. 

* The building that does not appear in the record is said to be a chinju shrine (a central shrine 
that contains many deities). 

B

D

C

A

Fig. 11 Development Process of Pure Land World in “Hiraizumi” (in the era of Kiyohira) 

図－ 11　「平泉」における浄土世界の形成過程（上段：清衡段階、下段：基衡段階）
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